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熊本地震から２か月

熊
本
地
震
発
生
か
ら
２
か
月

創
生
を
見
据
え
た
復
興
を
目
指
し
て

■

①
復
興
に
向
け
た
庁
内
組
織
体
制

方
針

②
震
災
復
興
計
画
の
策
定
方
針

・
４
月
14
日
（
木
）
午
後
９
時
26
分

　

甲
佐
町
で
震
度
５
弱
の
地
震
発
生

・
同
日
午
後
10
時
30
分

　

甲
佐
町
災
害
対
策
本
部
設
置

　

避
難
所
12
か
所
を
設
置

　

町
内
で
断
水
・
停
電
発
生

・
16
日
（
土
）
午
前
１
時
25
分

　

甲
佐
町
で
震
度
５
強
の
地
震
発
生

　

避
難
所
10
か
所
を
設
置

・
同
日

　

県
道
・
町
道
の
主
要
幹
線
通
行
止

め
（
３
路
線
６
か
所
、
町
道
１
路

線
１
か
所
）

　

橋
り
ょ
う
通
行
止
め
（
５
か
所
）

　

町
営
バ
ス
全
路
線
運
休

　

町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
鮎

緑
の
湯
」
の
開
放

　

町
内
の
全
小
・
中
学
校
の
22
日（
金
）

ま
で
の
休
校
を
決
定

・
同
日
午
後
４
時
50
分

　

大
雨
警
報
発
令
に
よ
り
、
町
内
全

域
に
避
難
勧
告
発
令

・
18
日
（
月
）

　

通
常
ご
み
の
回
収
再
開

　

災
害
廃
棄
物
の
収
集
開
始

　

罹
災
（
り
さ
い
）
証
明
書
申
請
受

付
開
始

・
同
日
午
後
６
時
10
分

　

堂
ノ
原
地
区
２
世
帯
５
人
に
避
難

を
開
設

・
26
日
（
火
）

　

指
定
避
難
所
８
か
所
に

・
27
日
（
水
）

　

「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
希
望
者

の
受
け
付
け
開
始

・
28
日
（
木
）

　

町
内
す
べ
て
の
断
水
解
消

・
29
日
（
金
・
祝
）

　

被
災
者
向
け
応
急
仮
設
住
宅
（
甲

佐
町
白
旗
仮
設
団
地
）
50
戸
を
白

旗
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
建
設
開
始

・
５
月
１
日
（
日
）
午
前
８
時
30
分

　

避
難
勧
告
一
部
解
除
（
下
豊
内
区

一
部
を
除
く
甲
佐
地
区
お
よ
び
竜

野
地
区
）

　

指
定
避
難
所
８
か
所
の
う
ち
２
か

所
を
自
主
避
難
所
へ
変
更
（
甲
佐

中
体
育
館
、
甲
佐
小
体
育
館
）

・
８
日
（
日
）

　

甲
佐
町
白
旗
仮
設
団
地
の
建
設
戸

数
を
90
戸
に
変
更

・
９
日
（
月
）
午
前
８
時
30
分

　

町
内
す
べ
て
の
避
難
指
示
お
よ
び

避
難
勧
告
を
解
除

　

町
内
の
全
小
・
中
学
校
が
再
開

・
10
日
（
火
）

　

町
役
場
に
「
被
災
者
生
活
再
建
支

援
制
度
相
談
窓
口
」
を
開
設

震
災
発
生
か
ら
の
本
町
の
流
れ

　
平
成
28
年
４
月
14
日
（
木
）
の
発
災
か

ら
２
か
月
。
町
の
様
子
は
徐
々
に
落
ち
着

き
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
い
ま

だ
に
続
く
余
震
な
ど
で
不
安
な
生
活
が
続

い
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
安
全
・
安

心
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
て
「
甲
佐
町
復
興
指
針
」
を
策

定
し
、
本
町
の
早
期
復
興
を
成
し
遂
げ
る

た
め
に
復
興
対
策
を
強
力
に
推
進
し
ま
す
。
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③ 
町
民
の
生
活
再
生
・
都
市
基
盤

の
復
旧
方
針

④
産
業
再
生
方
針

⑤
安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
方
針

⑥
応
急
対
策
の
継
続
方
針

お
問
い
合
わ
せ
先

TEL

被災者向け応急仮設住宅について

■応急仮設住宅について

　応急仮設住宅とは、住家が滅失した被災者
のうち、自らの資力では住宅を確保すること
ができない方に対し、簡単な住宅を仮設し一
時的な居住の安定を図るものです。
　町では、４月29日（金）に応急仮設住宅建
設の第１候補地の白旗仮設団地（甲佐町大字
早川2100番地２白旗グラウンド敷地）に軽量
鉄骨造の90戸を建設。第１次募集によって90
世帯250人の入居が６月１日（水）に決定し、
避難者の引っ越し作業が進んでいます。
　６月２日（木）には、第２候補地の乙女仮
設団地（甲佐町大字田口383番地２）に軽量
鉄骨造45戸の建設を着工し、第３候補地の乙
女仮設団地（甲佐町大字田口1015番地１）の
建設計画も進めています。

▶入居第２次募集について

●対象者（以下の全ての要件を満たす方）
① 罹災証明書で全壊または大規模半壊の認定
を受け居住する住家がない方であって、自
らの資力では住宅を得ることができない人
② 罹災証明書で半壊の認定を受けた住家の方
で、家屋の解体・撤去に伴い自らの住居に
居住できない人
③ 民間賃貸住宅借上げ事業および住宅応急修
理制度を利用していない人
●募集団地
①乙女第１仮設団地〔仮称〕（甲佐町大字田口
383番地２　宇城鉄筋㈿団地付近）
②乙女第２仮設団地〔仮称〕（甲佐町大字田口
1015番地１　森川健康堂（株）研究所敷地）
●募集期限
　７月15日（金）
　詳しくは、町建設課に設置しています募集
要項や町公式サイトなどをご覧ください。

▶お問い合わせ先
・町建設課
　TEL096-234-1183（内線161）
　 klg109@town.kosa.lg.jp
・町公式サイト
http://www.town.kosa.kumamoto.jp/

指
示
発
令

・
19
日
（
火
）

　

自
衛
隊
簡
易
入
浴
施
設
を
甲
佐
町

グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
設
置

・
21
日
（
木
）

　

町
役
場
に「
災
害
関
係
総
合
窓
口
」

を
設
置

　

応
急
仮
設
住
宅
の
入
居
希
望
調
査

の
実
施

　

町
営
バ
ス
の
一
部
運
行
再
開

・
22
日
（
金
）

　

甲
佐
町
災
害
義
援
金
の
受
け
付
け

開
始

・
23
日
（
土
）

　

災
害
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
局
「
甲

佐
町
臨
時
災
害
放
送
局
」
を
開
設

・
25
日
（
月
）

　

㈳
甲
佐
町
社
会
福
祉
協
議
会
が

「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」

・
11
日
（
水
）

　

町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
鮎

緑
の
湯
」
行
き
無
料
バ
ス
運
行
開

始
・
16
日
（
月
）

　

罹
災
証
明
書
の
交
付
お
よ
び
各
種

支
援
制
度
の
申
請
受
け
付
け
開
始

・
21
日
（
土
）

　

甲
佐
町
復
興
指
針
「
創
生
を
見
据

え
た
復
興
へ
」
を
策
定

・
６
月
２
日
（
木
）

　

乙
女
地
区
に
応
急
仮
設
住
宅
45
戸

の
建
設
決
定

・
５
日
（
日
）

　

甲
佐
町
白
旗
仮
設
団
地
の
入
居
開

始
・
７
日
（
火
）

　

自
主
避
難
所
１
か
所
を
残
し
指
定

避
難
所
を
閉
鎖

▼

白
旗
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
白
旗
仮
設
団
地
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　罹災（りさい）証明書は、震災などにより居住する家屋
などに被害（全壊、大規模半壊、半壊、一部損壊）を受け
たことを、町が証明するものです。
　この罹災証明書は、保険金などの請求に必要な場合や被
災者生活再建支援金の支給、住宅の応急修理などの各種被
災者支援策を受ける際に必要となります。

●申請に必要なもの

・罹災証明書の申請時
①本人（居住者もしくは所有者）確認ができる身分証明書
（運転免許証など）②印かん③被災状況の分かる写真④

（本人以外が申請する場合）委任状⑤（受領している人）
調査済書
・罹災証明書の交付時
①本人（居住者もしくは所有者）確認ができる身分証明書
（運転免許証など）②印かん③委任状（本人以外が申請す
る場合）④罹災証明申請書の控え⑤調査済証（受け取って
いる人の場合）
▶お問い合わせ先
　町くらし安全推進室
　TEL096-234-1167（内線241）
　 klg202@town.kosa.lg.jp

　
震
災
な
ど
で
被
災
さ
れ
た
方
に
対

し
て
支
援
す
る
「
災
害
救
助
法
」
や

「
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
」
に
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
各
種
支
援
制
度
が
あ
り

ま
す
。
町
で
は
、
支
援
制
度
の
情
報

を
い
ち
早
く
被
災
者
の
皆
さ
ん
に
伝

え
、
１
日
で
も
早
い
復
興
を
目
指
し

て
、
国
や
県
、
関
係
機
関
な
ど
と
協

力
し
て
力
強
い
支
援
を
続
け
て
行
き

ま
す
。

早
期
の
復
興
を
目
指
し
て

安
全
・
安
心
な
生
活
再
建
の
た
め
の
各
種
支
援
制
度

罹災（りさい）証明書の申請および交付の手続きについて
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「災害救助法」および「被災者生活再建支援法」による各種支援制度

■被災者生活再建支援制度の申し込
み

　災害により居住する住宅が全壊す
るなど、著しい被害を受けた世帯に
支援金を支給し、生活の再建を支援
するものです。
●対象者
・住宅が「全壊」した世帯
・住宅が半壊または住宅の敷地に被
害が生じ、その住宅をやむを得ず
解体した世帯

・災害により危険な状態が継続し、
住宅に居住不能な状態が長期間継
続している世帯

・住宅が半壊し、大規模な補修を行
わなければ居住することが困難な
世帯（大規模半壊世帯）

●支援金の金額
　以下の２つの支援金の合計（世帯
人数が１人の場合は、各該当金額の
４分の３）
①住宅の被害程度に応じて支給する
支援金（基礎支援金）50～100万円
②住宅の再建方法に応じて支給する
支援金（加算支援金）50～200万円
●申請に必要なもの
①罹災証明書（半壊以上と判定され
たもの）②住民票謄本（町住民生活
課で無料交付）③申請者本人の振込
口座番号が分かるもの（預金通帳・
キャッシュカードなど）
▶お問い合わせ先
　町福祉課
　TEL096-234-1114（内線144）
　 klg205@town.kosa.lg.jp

■住宅応急修理申し込み

　罹災証明書により半壊または大規
模半壊と認定された住宅を応急修理
する場合に、町が業者に委託して一
定の範囲内で修理を行います。
●対象者
・罹災証明書で半壊または大規模半
壊の住宅被害認定を受けたこと。

・応急修理を行うことによって、避
難所などへの避難を要しなくなる
と見込まれること。

・応急仮設住宅（民間賃貸住宅を含
む）を利用しないこと。

※全壊の場合でも応急修理を実施す
　ることにより居住が可能である場
　合は対象となります。
●対象となる修理など
　住宅の屋根などの基本部分、ドア

などの開口部、上水道などの配管・
配線、衛生設備の日常生活に必要欠
くことのできない部分であって、緊急
に応急修理を行うことが適当な場所。
●修理費用限度額
　１世帯当たり576,000円以内
●申請に必要なもの
①申請書※②修理見積書※③修理箇
所の見積書④所得証明書（町税務課
で無料交付）⑤指定業者登録申請書
※申請窓口および町公式サイトでダ
　ウンロードできます。
※工事完了期限は、12月13日（火）
です（７月13日（水）から延長さ
れました）。

▶お問い合わせ先
　町建設課
　TEL096-234-1183（内線164）
　 klg112@town.kosa.lg.jp

■住居またはその周辺の土石などの
障害物の除去について

　災害により住居およびその周辺に
土砂、竹木などが運ばれ日常生活に
支障を及ぼしている障害物を除去す
る制度です。
●対象者
　半壊した住家（全壊でも応急修理
をすれば居住可能な場合は対象）で
あって、住居またはその周辺に運ば
れた土砂、竹木などにより居住でき
ない状態にあり、自力では障害物を
除去できない世帯
●対象経費
　スコップやその他除去のために必
要な機械、器具などの借り上げ費ま
たは購入費など
●補助金の限度額
　１世帯当たり134,800円
●申請に必要なもの
・罹災証明書（半壊以上と判定され
たもの）
▶お問い合わせ先
　町建設課
　TEL096-234-1183（内線164）
　 klg112@town.kosa.lg.jp

■損壊家屋の解体および除去

　災害により損壊した家屋などにつ
いて、所有者の同意に基づき町が解
体および撤去を行います。
●対象者
　罹災証明書で半壊以上の判定を受
けた家屋の所有者
●申請に必要なもの
①罹災証明書（半壊以上の判定を受
けたもの）②本人確認ができる証明
書（運転免許証など）③印かん④建
物登記簿⑤資産証明書（町税務課で
無料交付）
※所有者以外の人が申し込む場合、
　解体同意に係る委任状などが必要
　になります。
▶お問い合わせ先
　町環境衛生課
　TEL096-234-1169（内線251）
　 klg210@town.kosa.lg.jp

■学用品の給付

　災害により学用品を喪失または損
傷し、就学上支障のある被災児童お
よび生徒などに対して必要な学用品
の給付を行います。
●対象者
　災害により住家の全壊、半壊など
により学用品を喪失または毀損（き
そん）し、就学上支障のある小・中

学生および高等学校生（幼稚園、専
門学校および大学などに就学中の方
は原則として対象外）。
●給付の対象となる学用品
①教科書②文房具③通学用品④その
他の学用品
▶お問い合わせ先
　町学校教育課 
　TEL096-234-0102（内線311）
　 klg109@town.kosa.lg.jp
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国
民
健
康
保
険

町住民生活課　TEL 096‒234‒1113( 内線 106)  klg204@town.kosa.lg.jp

■ 

入
院
時
食
事
代
の
自
己
負
担
額
を

４
月
か
ら
変
更
し
ま
し
た

４
月
か
ら
の
入
院
時
食
事
代
の
自
己
負

担
額
（
１
食
当
た
り
）

①②

Ⅰ
（

Ⅰ

詳しくは町住民生活課にお問い合わせください

入院した時の食事代が
一部変更されました

災
害
義
援
金

町住民生活課　TEL 096‒234‒1113( 内線 107) klg204@town.kosa.lg.jp

■
甲
佐
町
災
害
義
援
金
に
つ
い
て

▼
義
援
金
の
振
込
口
座

▼
現
金
書
留
郵
便

‐
４
６
９
６

▼
義
援
金
の
受
け
付
け
期
限

支 援 を い た だ い た 方 か ら の メ ッ セ ー ジ

甲佐町災害義援金の
募 集 と お 願 い
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国
民
年
金
・
厚
生
年
金

町住民生活課　TEL 096‒234‒1113( 内線 101) klg106@town.kosa.lg.jp

■
熊
本
地
震
で
被
災
さ
れ
た
方
へ

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

TELTEL

詳しくは町住民生活課にお尋ねください

国民年金および厚生年
金加入者へお知らせ

町
税

町税務課　TEL 096‒234‒1112（内線 111）　 klg105@town.kosa.lg.jp

■ 

熊
本
地
震
に
係
る
町
税
な
ど
の
申

告
・
納
付
期
限
の
延
長
に
つ
い
て

▼
延
長
す
る
期
間
に
つ
い
て

■ 

町
税
な
ど
に
お
け
る
納
税
通
知
書

お
よ
び
納
付
書
の
発
送
に
つ
い
て

▼
町
税
な
ど
の
減
免
に
つ
い
て

町税などの申告・納付
期限を延長します

詳しくは町税務課にお問い合わせください
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Library
町生涯学習センター図書室からの６月のおすすめ図書

町生涯学習センター図書室のご利用について

■開館時間 午前９時～午後５時　■休館日 毎週火曜日、年末年始　■貸出冊数・期間 １人５冊まで、15日間

●図書室の利用や、図書の検

　索・リクエストなどについ

　てのお問い合わせ先

　町生涯学習センター図書室

　TEL096-234-2447（内線331）
　 klg110@town.kosa.lg.jp

Library Information

図書室からのお知らせ

■本の入荷について

　図書室では、新刊本や話

題の本など、新しい本を入

荷しています。

　本のリクエストについて

も、図書室カウンターにて

受け付けています。皆さん

の読みたい本や気になる本

などがありましたら、お知

らせください。

　また、お探しの本などが

ありましたら、お気軽にカ

ウンターにご相談ください。

㍍

R
ea
d T
his S

tory!

～ My Favorite Story ～

私のおすすめ図書
 漫画 『三国志』（横山 光輝作）

沖﨑 幸夫さん
〔辺場区〕

中国の後漢末期、皇帝の権威は失墜し
世の中が乱れた時代を戦い抜いた登場
人物やその出来事がダイナミックに描
かれている長編大作漫画

今月の案内人

メディアはおろか、関係者の前

にも一切姿を見せない現代美術

家・川田無名。彼は唯一繋がり

のあるギャラリー経営者の永井

唯子経由で作品を出し続けてい

るが、その唯子が突然何者かに

殺されてしまう。アシスタント

の佐和子は、真実を探るべく動

き出す…。現代アートの世界の

光と影を描いた、美術ミステ

リーの新機軸の作品です。

宝島社

美術作品に隠された謎を解き明かす
一色 さゆり著 /『神の値段』 

親子でやりたいスキンシップ絵本
鈴木 まもる作 /『だっこ』

楽にできておいしいレシピが満載
瀬尾 幸子著 /『これだけで、ラクうまごはん』

よくばらない、やりすぎない、

ゆでただけ、あえただけ、材料

これだけ、このコツだけ…。家

ごはんは、この「だけ」料理が

いい。素材そのままがうまいし、

がんばらないからくたびれない。

初めての１人暮らしや初めて料

理を作るにも、分かりやすい工

夫がされています。誰でも失敗

なくおいしい料理が作れるおす

すめのレシピ集です。

新星出版社

「孤独死」という寂しい最期を

迎える人も少なくない今の日本。

救急医療における「最後の砦」

である救命センターにも、高齢

化の波が押し寄せる。30年に

渡り生死の境を見続けてきた現

役救命医が、本音でつづった

「命」をめぐるメッセージ。救

命センターの知られざる人間ド

ラマに、深く考えさせられる１

冊です。

集英社

救命センターの人間ドラマを描く
浜辺 祐一著 /『救命センターカルテの向こう側』

いろいろな「だっこ」のバリ

エーションを動物に例えて愛ら

しくやさしい絵とともにリズミ

カルな言葉で楽しく紹介します。

パンダ、ラッコ、ライオン、ア

ザラシ、ニワトリ…。次はどん

なだっこかな。動物だっこの真

似をしながら読み聞かせをして

ほしい、赤ちゃん向けのスキン

シップ絵本。親子で楽しんでい

ただけるおすすめの１冊です。

小峰書店

数

教育・娯楽児童書

小説 一般書
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Public Hall
町公民館からのお知らせと話題

●

　町教育委員会公民館事務局

　TEL096-234-2447（内線321）
　 klg110@town.kosa.lg.jp

　
３
月
24
日
（
木
）
町
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
で
、
平
成
27
年
度

町
民
大
学
閉
校
式
お
よ
び
講
演

会
を
開
催
し
、
受
講
生
や
甲
佐

町
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
な
ど

90
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
町
教
育
委
員
会
の
蔵
田
勇
治

教
育
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
講

演
会
を
開
催
。
講
師
の
熊
本
大

学
教
育
学
部
教
授
の
中
川
保
敬

さ
ん
が
「
健
康
づ
く
り
の
ポ
イ

ン
ト
〜
筋
ト
レ
・
脳
ト
レ
・
メ

タ
ボ
を
と
り
ま
し
ょ
う
〜
」
を

テ
ー
マ
に
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

　
中
川
さ
ん
は
、
ス
ク
ワ
ッ
ト

の
よ
り
効
果
的
な
や
り
方
や
運

動
機
能
の
低
下
を
歩
行
ス
ピ
ー

ド
で
判
断
す
る
方
法
な
ど
を
紹

介
し
、
参
加
者
と
一
緒
に
身
体

を
動
か
し
て
実
践
。
中
川
さ
ん

に
指
名
さ
れ
て
歩
行
を
測
定
し

た
村
上
浩
二
町
公
民
館
長
は
、

平
均
よ
り
も
遅
く
日
ご
ろ
の
運

動
不
足
を
実
感
し
て
い
ま
し
た
。

　
４
月
14
日
（
木
）
上
揚
公
民

館
で
、
公
民
館
出
前
講
座
「
米

粉
料
理
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
講
師
の
森
田
光
樹
子
さ
ん

（
岩
下
二
区
）
の
指
導
の
下
、

米
粉
を
使
っ
た
白
菜
の
中
華
ク

リ
ー
ム
ス
ー
プ
と
豚
肉
の
シ
ョ

ウ
ガ
焼
き
と
持
ち
寄
り
の
野
菜

で
サ
ラ
ダ
作
り
に
挑
戦
。
受
講

生
は
み
ん
な
で
材
料
を
切
り
調

理
し
な
が
ら
、
森
田
さ
ん
か
ら

米
粉
の
新
し
い
使
い
方
や
高
い

栄
養
価
、
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る

人
が
多
い
小
麦
に
代
わ
る
食
材

で
あ
る
こ
と
な
ど
米
粉
の
特
性

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
調
理
後
に
は
、
試
食
の
昼
食

会
を
開
き
、
同
区
の
近
所
の
み

な
さ
ん
の
近
況
や
料
理
の
話
な

ど
で
お
い
し
く
楽
し
く
過
ご
し

ま
し
た
。

閉
校
式
と
講
演
会

▼

平
成
27
年
度
・
町
民
大
学

上
揚
区
で
米
粉
料
理
教
室

▼

公
民
館
出
前
講
座

▲講師の中川さんから健康づく

りのポイントを学ぶ参加者

▲米粉を使った豚肉のショウガ

焼きを調理する受講生たち

▲

公民館自主講座

町生涯学習センターの施設使
用について　

　この度の熊本地震により、町生

涯学習センターなどの施設使用が

できず皆さんにはご迷惑をお掛け

しております。できる限り早期に

貸し出しができるよう調整を行っ

ていますので、もうしばらくお待

ちください。

　なお、使用開始時期については

決定次第、各講座の講師または代

表者に連絡します。講師の方はお

手数ですが、各受講者にご連絡を

よろしくお願いします。

▲

お問い合わせ先

　町教育委員会公民館事務局

　096-234-2447（内線321）

　 klg110@town.kosa.lg.jp

聴 覚 障 が い に つ い て

　聴覚障がいは、まったく聞こえな

い状態「ろう」と、聞こえにくい「難

聴」があります。また、事故や病気

で人生の途中から聞こえなくなる

「中途失聴」があります。

　聞こえ方のレベルは人それぞれで

す。人工内耳や補聴器などの聞き取

りを助ける器械を装着している人も

います。情報を得たりコミュニケー

ションを取る手段として、相手の口

の動きを読み取る「口話」、手指や

表情で表現する視覚言語の「手話」、

互いに文字を書いてコミュニケー

ションを取る「筆談」、話の重要な

部分を手書きやパソコンを使って要

約し文字にして伝える「要約筆記」

があります。

《聴覚障がいの方が遭ったトラブル》

　先日、近所の人がうしろから声を

掛けてくれたようなのですが、耳が

聞こえないため全く気付きませんで

した。後になって「無視された」と

勘違いしていることが分かり、誤解

を解くのが大変でした。

☆こんな配慮をお願いします。

　聴覚に障がいのある人は、見た目

から障がいがあることが分かりにく

いため、障がいがあることを知らな

い人からは「声を掛けたのに無視さ

れた」、「態度が悪い」といった誤解

を招くことがあります。見た目では

分からない障がいがあることを理解

しましょう。また、聴覚に障がいの

ある人に声を掛けるときは、しっか

りと顔を見て、ゆっくりと声を掛け

るようにしましょう。

　町教育委員会社会教育課

　TEL096-234-2447（内線324）
　 klg110@town.kosa.lg.jp

Human Rights
人権 ～心豊かに暮らすために～
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熊
本
地
震
で
は
、
激
し
い
揺
れ
に

よ
っ
て
水
道
・
電
気
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
が
止
ま
る
な
ど
、
命
に
関
わ
る
よ

う
な
出
来
事
を
多
く
の
人
が
体
験
し
ま

し
た
。
そ
の
後
余
震
が
続
く
中
で
、
避

難
所
生
活
や
車
中
泊
を
続
け
な
が
ら
家

の
片
付
け
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な

ど
、
日
常
と
は
違
う
生
活
を
送
る
こ
と

を
余
儀
な
く
さ
れ
、
体
や
心
に
い
ろ
い

ろ
な
反
応
や
症
状
が
現
わ
れ
て
い
る
方

も
少
な
く
な
い
と
思
い
ま
す
。

❖ 

こ
ん
な
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん
か

●
頭
痛
や
関
節
痛
な
ど
体
の
痛
み

●
便
秘
や
下
痢
な
ど
胃
腸
の
症
状

●
心
臓
が
ど
き
ど
き
す
る
、
汗
を
か
く

　
な
ど
交
感
神
経
の
亢
進（
こ
う
し
ん
）

●
食
欲
が
な
い

●
寝
付
き
が
悪
い
、
何
度
も
目
が
覚
め

　
る
な
ど
睡
眠
状
態
の
悪
化

●
恐
怖
感
や
不
安
感
、
気
持
ち
が
落
ち

　
込
む

●
ぼ
ー
っ
と
す
る
、
何
も
す
る
気
が
起

　
き
な
い
、
感
情
が
湧
か
な
い

●
気
持
ち
が
高
ぶ
る

●
い
ら
い
ら
す
る
、
自
分
や
他
人
を
責

め
る

　
こ
れ
ら
は
「
衝
撃
的
な
出
来
事
へ
の

ご
く
自
然
な
反
応
や
症
状
」
で
す
。
お

子
さ
ん
の
場
合
は
、
１
人
に
な
り
た
が

ら
な
い
、
子
ど
も
っ
ぽ
く
甘
え
る
、
元

気
に
は
し
ゃ
ぐ
な
ど
の
反
応
が
み
ら
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
多
く
の
場
合
は

時
間
が
経
つ
に
つ
れ
、
少
し
ず
つ
回
復

し
ま
す
が
、
反
応
が
長
引
い
た
り
、
症

状
を
こ
じ
ら
せ
て
し
ま
っ
た
り
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
災
害
発
生
後
３
か
月
程
度
は

脳
卒
中
や
心
筋
こ
う
そ
く
が
増
加
す
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
災
害
へ
の
不
安

に
よ
る
緊
張
状
態
や
ス
ト
レ
ス
、
睡
眠

不
足
や
栄
養
の
偏
り
な
ど
に
よ
る
生
活

リ
ズ
ム
の
乱
れ
か
ら
、血
圧
や
血
糖
値
、

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
が
高
く
な
る
こ
と

が
大
き
な
要
因
と
な
り
ま
す
。

❖ 

体
と
心
の
健
康
を
守
る
た
め
に

　
余
震
の
回
数
も
だ
ん
だ
ん
少
な
く
な

り
、
少
し
ず
つ
震
災
前
の
日
常
生
活
を

取
り
戻
し
て
い
る
方
も
い
ま
す
が
、
避

難
所
生
活
は
も
ち
ろ
ん
日
常
生
活
に
お

い
て
も
た
く
さ
ん
の
困
り
事
や
先
行
き

の
不
安
な
ど
か
ら
心
労
が
重
な
り
ま

す
。
体
と
心
の
健
康
を
守
る
た
め
に
、

以
下
の
こ
と
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

●
で
き
る
だ
け
身
体
を
休
め
ま
し
ょ
う

　
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
た

く
さ
ん
あ
っ
て
、
体
も
心
も
疲
れ
て
い

ま
す
。
疲
れ
を
感
じ
た
ら
短
時
間
で
も

横
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

●
水
分
を
こ
ま
め
に
と
り
ま
し
ょ
う

　
脱
水
は
禁
物
で
す
。
の
ど
が
渇
く
前

に
水
を
飲
み
ま
し
ょ
う
。
特
に
高
齢
者

と
子
ど
も
は
脱
水
に
な
り
や
す
い
の

で
、
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
適
度
に
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う

　
と
き
ど
き
体
を
動
か
す
こ
と
で
、
体

の
緊
張
が
ほ
ぐ
れ
血
行
が
良
く
な
り
ま

す
。
み
ん
な
で
声
を
掛
け
あ
っ
て
少
し

で
も
体
を
動
か
し
、
深
呼
吸
や
ス
ト

レ
ッ
チ
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

●
不
安
を
１
人
で
抱
え
込
ま
ず
、
安
心

で
き
る
人
と
話
を
し
ま
し
ょ
う

　
被
災
後
は
、
誰
で
も
心
配
事
が
増
え

た
り
不
安
に
な
っ
た
り
す
る
も
の
で

す
。
安
心
で
き
る
人
に
話
を
す
る
こ
と

で
、
気
持
ち
が
少
し
楽
に
な
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

●
必
要
な
治
療
を
続
け
ま
し
ょ
う

　
高
血
圧
や
糖
尿
病
な
ど
生
活
習
慣
病

の
薬
な
ど
は
、
忘
れ
ず
に
内
服
し
ま

し
ょ
う
。

❖ 

こ
ん
な
と
き
は
早
め
に
受
診
を

　
疲
れ
て
い
る
の
に
眠
れ
な
い
、
食
欲

不
振
が
続
い
て
体
重
が
減
少
し
て
い

る
、
考
え
が
先
に
進
ま
ず
何
も
す
る
気

が
し
な
い
、
恐
怖
の
記
憶
が
よ
み
が
え

り
パ
ニ
ッ
ク
に
な
る
な
ど
の
状
態
が
続

く
と
き
は
、早
め
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
健
康
に
関
す
る
相
談
は
町
総

合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
も
受
け
付
け

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

体
と
心
の
健
康
に
不
安
の
あ
る
人
は

町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
相
談
を

あ
ゆ
み
だ
よ
り

体と心 の話

このコーナーでは、毎月、町総合

保健福祉センター職員である保健

師、社会福祉士などが、健康や福

祉、介護、健康診査などに関する

情報をリレー形式でご紹介します。

震災後、体も心も疲れきっている

方が多いと思います。疲れを感じ

たり不安なことがあるときは、で

きるだけ早めに休息をとりましょ

う。健康に不安のある人は、町総

合保健福祉センターで相談を受け

付けますので、ご利用ください。

今月の「あゆみだより」は

藤本 佑子 保健師 

Health
町総合保健福祉センターからのお知らせ
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●行事などに関する詳しい内容は、各園に直接お問い合わせください。

６・７月の保健活動

　　６月16日（木）　午前９時

　　７月21日（木）　午前９時

　　６月16日（木）　午前10時

　　７月21日（木）　午前10時

７月22日（金）　午前９時30分

　　７月12日（火）　午後１時30分

　　６月17日（金）　午後１時30分

　　７月11日（月）　午後１時30分

　　７月15日（金）　午後１時30分

７月25日（月）・26日（火）・29日（金）
に接種を予定していましたが、熊本地
震の影響により、８月１日（月）・２日
（火）・８日（月）に日程を変更します。

●

・町総合保健福祉センター

・町地域包括支援センター

　（町総合保健福祉センター内）

　TEL096-235-8711
　 klg113@town.kosa.lg.jp

甲佐町子育て支援センター
　（竜野保育園内） TEL096-234-0305

１日（水） 砂場で遊ぼう

３日（金） 折り紙でカエルを作ろう

６日（月） 小麦粉粘土で遊ぼう

８日（水） 三輪車で戸外遊び

10日（金） 紙皿のかけ時計作り

13日（月） 外に出てシャボン玉をとばそう

15日（水） 牛を見にお散歩

17日（金） 父の日のプレゼント作り

20日（月） ブロック遊び

22日（水） ゆび絵の具でお絵かき

24日（金） お誕生会（要予約）

27日（月） おやつ作り（フルーツ白玉）

29日（水） プールで水遊び

 育児相談（電話・面接）
 月～金曜日　午前９時30分～午後４時

 体験保育
 月・水・金曜日　午前９時30分～正午

甲佐保育園 TEL096-234-0186

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

若草保育園 TEL096-234-0013

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

竜野保育園 TEL096-234-0519

24日（金） 誕生会（要予約）

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

乙女保育園 TEL096-234-3947

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

緑川保育所 TEL096-234-0789

  園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

池田 惣
そ う す け

右介 くん（１歳）
　父・教行さん　母・ゆかりさん

　（緑町区）

　元気いっぱい

　すくすくおおきくなってます !!　

宮田 桜
さくらこ

子 ちゃん（１歳）
　父・城 さん　母・恵 さん

　（緑町区）

　いつも笑顔をありがとう。

　すくすく大きくなってね。

★お子さんの成長の記念として、

“笑顔”の写真を『広報こう

さ』紙面に飾ってみません

か？写真掲載のお申し込みは、

町総合保健福祉センターまで。

●

　町総合保健福祉センター

　TEL096-235-8711
　 klg113@town.kosa.lg.jp

Child-Care
６月の子育て支援カレンダー

Smile
わが家の“ 笑顔 ”をご紹介します
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今月のお知らせ

お問い合わせ先一覧

Monthly Information

●町役場

　 TEL096-234-1111（代表）
●町教育委員会

 （町生涯学習センター）

　 TEL096-234-2447（代表）
●町総合保健福祉センター

　 TEL096-235-8711
●町水道管理センター

　 TEL096-234-0755
●町民センター

　 TEL096-234-2459
●町学校給食センター

　 TEL096-234-0255
●町老人憩いの家

 （㈳甲佐町社会福祉協議会）

　 TEL096-234-0423
●御船町甲佐町衛生施設組合

 （クリーンセンター）

　 TEL096-282-0688
●上益城消防署

　 TEL096-282-1955
●御船警察署

　 TEL096-282-1110
●上益城広域連合

　 TEL096-237-2891
●県上益城地域振興局

　 TEL096-282-2111（代表）
●県御船保健所

　 TEL096-282-0016
●県庁

　 TEL096-383-1111（代表）
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▼
該
当
者

▼
受
付
期
限

▼
連
絡
方
法

▼
表
彰
式
の
日
程
な
ど

▼
受
付
・
お
問
い
合
わ
せ
先

TEL

▼
契
約
事
業
所

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

TEL
▼
制
度
の
内
容

▼
対
象
者

▼
軽
減
の
基
準
お
よ
び
補
助
（
減

額
免
除
）
額

▼
申
し
込
み
手
続
き

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

TEL

　

日 曜 当 番 医

TEL

TEL

TEL

TEL

doctor

町税などの滞納処分（４月分）
tax

ｉ
お
知
ら
せ

昭
和
41
年
結
婚
の
ご
夫
婦
へ

金
婚
夫
婦
表
彰
の
お
知
ら
せ

子

育

て

短

期

支

援

事

業

に

つ

い

て

「
第
66
回
あ
ゆ
ま
つ
り
」

開

催

中

止

の

お

知

ら

せ

私
立
幼
稚
園
に
通
園
す
る

幼
児
に
対
す
る
補
助
制
度
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▼
お
問
い
合
わ
せ
先

TEL
▼
全
額
免
除
（
申
請
が
必
要
）

●
対
象
者

申
請
に
必
要
な
も
の

申
請
期
限

申
請
場
所

▼
一
部
免
除
（
申
請
は
不
要
）

対
象
者

減
免
額

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

TEL

▼
ご
寄
付
い
た
だ
い
た
皆
様

　
お
名
前

　
　
　
　
ご
住
所

▼
平
成
28
年
度
寄
附
金
額
合
計

▼
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

TEL
▼
お
問
い
合
わ
せ
先

TEL

クリーンセンターへのごみ搬入量（４月分）

※単位・㌔ 

      environmental preservation

交 通 事 故 件 数

５月15日現在（カッコ内は前年比較）

            traffic safety

出 動 火 災 件 数

５月15日現在（カッコ内は前年比較）

               fire prevention  

町
水
道
料
金
５
月
分
（
６
月
請

求
分
）
の
減
免
に
つ
い
て

ｇ
お
礼

ふ
る
さ
と
甲
佐
応
援
寄
附
金

甲佐町総合型地域スポーツクラブ

「I・YOUスポーツクラブ」

６月のアユスポ・カレンダー

  ●スポンジテニス＆バドミントン

  

●少年柔道

　●卓球

●サッカー教室

　●バスケットボール教室

  

●ジュニアバスケット教室

■お問い合わせ先

TEL

ｃ
く
ら
し
安
全

震
災
に
乗
じ
た
犯
罪
や
デ
マ

情
報
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
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﹇
短
歌
﹈ 

渡
辺
幸
士 

選

　揺
れ
止
ま
ぬ
思
い
が
け
な
い
夜
の
地
震
も
う
揺
れ
な

い
で
幾
度
も
祈
る 

赤
星
　
延
子

揺
れ
止
ま
ぬ
恐
怖
に
怯
え
避
難
所
で
眠
れ
ぬ
ま
ま
に

夜
明
け
待
ち
た
り 

池
田
キ
ヨ
子

震
災
は
手
と
手
取
り
合
い
助
け
合
う
心
を
皆
に
教
え

く
れ
た
り 

緒
方
　
明
美

足
竦
む
震
度
六
強
大
揺
れ
に
荒
海
の
ご
と
身
体
揺
れ

た
り
　 

塚
本

　
俊
子

嫁
の
宅
へ
続
く
地
震
の
難
避
け
て
芝
庭
に
立
つ
日
々

の
し
あ
わ
せ 

上
村
　
か
ず

突
然
の
音
に
驚
き
テ
ー
ブ
ル
の
下
に
も
ぐ
り
て
静
ま

る
を
待
つ 

内
田
乃
武
子

大
地
震
ゴ
ゴ
ッ
と
揺
れ
て
吾
ひ
と
り
外
は
暗
闇
死
ぬ

思
い
せ
り 

赤
星
　
文
子

声
澄
み
て
水
晶
玉
を
吐
く
よ
う
に
木
の
葉
隠
れ
に
鶯

は
鳴
く 

塚
原

　
暁
益

今
日
も
ま
た
続
く
余
震
に
み
ず
み
ず
と
木
々
の
新
芽

の
緑
は
映
え
る 

吉
永
由
紀
子

唐
突
に
初
め
て
出
逢
う
大
地
震
自
然
の
力
に
成
す
術

も
無
し 

上
村
や
す
美

「
来
な
い
ね
」
と
南
の
島
の
娘
の
電
話
い
ま
の
吾
に

は
頼
も
し
く
あ
り 

渡
辺
　
幸
士

　

﹇
川
柳
﹈ 

渡
辺
幸
士 

選

　
　
　「
惜
し
い
」

惜
し
か
っ
た
一
番
違
い
外
れ
籤 

安
浪
　
ア
キ

惜
し
か
っ
た
あ
の
人
の
名
忘
れ
て
た 

　
日
隈

　
俊
郎

宿
敵
に
す
る
に
は
惜
し
い
人
間
味 

　
清
川
み
ど
り

　
　
　「
音
」

音
立
て
て
流
れ
る
月
日
は
や
卯
月 

林
　
　
雅
之

揺
れ
る
音
ど
こ
だ
ろ
う
か
な
震
源
地 

　
三
芳
　
嘉
逸

和
太
鼓
の
リ
ズ
ム
で
里
が
元
気
づ
く 

渡
辺
　
幸
士

　

﹇
肥
後
狂
句
﹈ 

北
川
直
美 

選

若
気
の
至
り
　
畑
一
枚
ァ
飲
み
上
げ
た 

広
田
み
ど
り

若
気
の
至
り
　
野
球
賭
博
で
投
げ
ら
れ
ん 

下
山
　
千
恵

若
気
の
至
り
　
今
な
ら
決
し
て
振
り
向
か
ん 

志
垣
　
　
光

若
気
の
至
り
　
酒
呑
み
過
ぎ
ち
ゃ
ぐ
ぜ
り
出
し 

佐
藤
　
　
葵

若
気
の
至
り
　
か
ま
ど
の
下
の
灰
も
無
ァ 

布
田
か
ん
な

若
気
の
至
り

　
ち
ょ
っ
と
の
酒
が
命
と
り 

平
井
や
よ
い

若
気
の
至
り

　
自
己
中
心
に
生
き
て
来
た 

長
原

　
産
賀

若
気
の
至
り
　
そ
の
子
も
今
じ
ゃ
人
の
親 

佐
野
し
ょ
う

若
気
の
至
り
　
遠
慮
は
知
ら
ん
居
候 

光
永
　
　
六

若
気
の
至
り
　
バ
イ
ク
飛
ば
し
て
突
っ
張
っ
て 

井
元
あ
ざ
み

若
気
の
至
り
　
飲
み
方
知
ら
ず
恥
き
ゃ
あ
た 

日
高

　
美
里

若
気
の
至
り
　
思
い
出
し
て
は
苦
笑
い 

上
田

　
梅
清

若
気
の
至
り

　
ア
ル
バ
ム
見
っ
と
赤
う
な
る 

北
川

　
直
美

　

う
た
ご
よ
み　

〜 

水
無
月 

〜

熊本地震により石垣が崩落した町道山口甲佐線（船津区）

　
■
お
問
い
合
わ
せ
先
　
町
教
育
委
員
会
公
民
館
事
務
局

　
　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
４
４
７
（
内
線
３
２
１
）
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震
災
か
ら
２
か
月
が
経
っ
た
本
町

で
は
、
各
種
支
援
制
度
の
受
付
や
応

急
仮
設
住
宅
の
入
居
が
進
み
、
た
く

さ
ん
の
方
の
支
援
や
協
力
の
お
か
げ

で
少
し
ず
つ
復
興
に
向
け
て
前
進
し

て
い
ま
す
。

　

災
害
対
応
中
に
は
、
多
く
の
方
か

ら
あ
た
た
か
い
支
援
を
い
た
だ
い
て

い
る
と
感
じ
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま

し
た
。
た
く
さ
ん
の
支
援
物
資
と
一

緒
に
励
ま
し
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
付
い

て
い
た
り
、
他
県
か
ら
来
て
い
た
だ

い
て
る
自
治
体
職
員
の
皆
さ
ん
が
一

生
懸
命
活
動
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

姿
を
見
た
り
す
る
と
元
気
が
湧
い
て

き
ま
す
。
私
も
多
く
の
情
報
を
『
広

報
こ
う
さ
』
を
通
じ
て
届
け
な
け
れ

ば
と
感
じ
ま
し
た
。

　

地
震
前
に
戻
る
に
は
ま
だ
ま
だ
時

間
は
掛
か
り
ま
す
が
、
町
民
の
皆
さ

ん
の
た
く
さ
ん
の
笑
顔
が
輝
く
甲
佐

町
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

み
ん
な
で
一
緒
に
乗
り
越
え
ま
し
ょ

う
。 

（
み
）

 住　所 氏　名 性別 保護者

豊　内　大塚　陸
りく

虎
と

　男　俊　輔

仁田子　寺本　季
き き

生　女　光　太

早　川　村上　優
ゆ め

芽　女　　彰　

有　安　赤星　蓮
れん

華
げ

　女　慧　真

仁田子　福岡　ちよ　女　裕　輔

白　旗　月岡　桜
さ く ら

花　女　成　祐

お誕生おめでとう
birth

項目 数 増減

男 5,206 △８

女 5,824 10

計 11,030 ２

世帯数 4,301 ２

平成28年４月30日現在

甲佐町の人口・世帯数
data

お悔やみ申し上げます
condolence

ひとの動き（敬称略）

４月11日（月）～５月10日（火）

レシピ提供：料理研究家　沼田峰子さん（北原区）

ジャガイモの巾着
ご結婚おめでとう

marriage

 住　所 氏　名 

　　夫　府　領　石本　　武

　　妻　玉名市　永田　桃代

　　夫　白　旗　岡本　大輝

　　妻　上早川　岩吉　真弥

　　夫　上早川　荒田　尚輝

　　妻　船　津　仲原沙也加

　　夫　西寒野　吉松　友紀

　　妻　嘉島町　笠　由圭里

材料（４人分）

寿司用アゲ …………………８枚
卵 ……………………………８個
ジャガイモ ……………２～３個
砂糖 ……………………大さじ３
しょう油 ………………大さじ３
酒 ………………………大さじ１
だし汁………………………600cc
つまようじ …………………８本

［

［

 住　所 氏　名 年齢 世帯主

岩　下　清村　計一　90　計　一

田　口　塚本ハツエ　97　ハツエ

早　川　宮部　　晃　75　キヌヱ

糸　田　緒方　正弘　83　正　弘

糸　田　松野　精喜　87　美智子

有　安　赤星　哲夫　80　勝　子

小　鹿　村田　睦子　82　祐　輔

小　鹿　石坂　民起　89　信　子

吉　田　内村　正文　74　則　子

仁田子　吉居エミ子　77　エミ子

［

［

こうさの野菜で作ってみよう！こうさの野菜で作ってみよう！

　　1600年ごろから日本で食

べられているジャガイモ。飢餓

の時には、ジャガイモのおかげ

で生き延びた人から「お助け

芋」とも呼ばれていたそうです。

　ジャガイモに含まれるビタミ

ンＣは火を通しても壊れにくく、

また、抗ストレス作用や精神安

定、認知症の予防などいろんな

効果が期待されています。

ご存知ですか？ 作り方

①アゲは軽くたたき、一辺に切

り込みを入れて広げ袋を作り

ます。

②熱湯を①に回し掛け、油抜き

をします。同じように残りの

７枚も作っておきましょう。

③ジャガイモは、皮をむいて１

㌢角に切ってさっと水洗いを

します。

④袋状にした②のアゲに③の

ジャガイモ５～６個と卵１個

を割り入れ、こぼれないよう

にようじで縫うようにして止

めます。残り７個も同じよう

にします。

⑤鍋にだし汁と調味料を入れ火

にかけます。汁が煮立ったら

④を静かに入れて落しふたを

して中火で15分程煮ます。

じっくり煮込んだら出来上が

りです。

※お弁当のおかずに最適です。

お弁当に入れるときは、しっ

かり汁気を切ってくださいね。

編

集

後

記



　

熊
本
地
震
が
発
生
し
て
２
か
月

目
に
あ
た
り
、
改
め
て
被
災
さ
れ

た
町
民
の
皆
様
に
は
衷
心
よ
り
お

見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

 

今
回
の
地
震
で
は
、
本
町
に
お

い
て
も
４
月
14
日(

木)

、
15
日

(

金)

、
16
日(

土)

と
度
重
な
る

震
度
５
以
上
の
巨
大
地
震
に
見
舞

わ
れ
、
町
内
全
域
に
わ
た
り
多
く

の
被
害
が
発
生
い
た
し
ま
し
た
。

　

現
在
も
自
宅
以
外
で
の
不
自
由

な
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
方
も

多
く
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
方
の
気

持
ち
を
察
す
る
と
本
当
に
心
が
痛

む
日
々
を
送
っ
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
町
で
は
、
全
国
各
地
か
ら

の
物
心
両
面
に
わ
た
り
心
温
ま
る

お
見
舞
い
と
限
り
な
い
多
く
の
励

ま
し
を
受
け
る
中
、
何
よ
り
も
被

災
さ
れ
た
町
民
の
方
々
が
１
日
も

早
く
生
活
を
再
建
で
き
る
よ
う
、

国
や
県
、
他
県
の
自
治
体
職
員
の

皆
様
の
支
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

職
員
と
と
も
に
対
応
に
全
力
を
注

い
で
お
り
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
生
活
再
建
に
は
時
間

を
要
す
る
分
野
も
多
い
と
思
い
ま

す
が
、
罹
災(

り
さ
い)

証
明
書

の
申
請
・
交
付
に
迅
速
に
対
応
す

る
と
と
も
に
、
応
急
仮
設
住
宅
建

設
に
つ
い
て
は
県
内
で
初
の
完
成

と
な
り
、
す
で
に
白
旗
地
区
へ
の

入
居
が
進
ん
で
い
ま
す
。
さ
ら
に

45
戸
を
乙
女
地
区
で
着
工
し
7
月

完
成
見
込
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

道
路
環
境
に
つ
い
て
も
、
今
月
か

ら
本
格
的
な
復
旧
工
事
に
取
り
掛

か
り
ま
す
。
ま
た
、
各
種
生
活
支

援
制
度
の
相
談
業
務
や
震
災
後
の

町
民
の
皆
様
の
心
身
の
ケ
ア
な
ど

の
充
実
に
も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
梅
雨
と
暑
さ
が
厳
し

く
な
り
大
変
厳
し
い
と
き
で
は
あ

り
ま
す
が
、
職
員
の
力
を
結
集
し
、

ま
た
議
会
の
皆
様
の
ご
理
解
を
い

た
だ
き
な
が
ら
全
力
で
復
旧
・
復

興
に
向
け
て
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
町
民
の
皆
様
に
は
大
変
厳
し

い
環
境
の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、

お
互
い
に
希
望
を
持
っ
て
前
に
進

ん
で
行
き
ま
し
ょ
う
。

　

最
後
に
町
民
の
皆
様
の
ご
健
康

を
願
い
、
そ
し
て
ご
支
援
い
た
だ

い
て
い
る
各
関
係
機
関
の
皆
様
に

あ
ら
た
め
て
の
感
謝
を
申
し
上
げ
、

お
見
舞
い
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。
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町
民
の
皆
様
へ
ご
あ
い
さ
つ

町民の
皆様へ
町長からあいさつ

甲佐町長 奥名 克美


